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寺田寅彦

『物理学序説』の中で寺田寅彦も強調しているように､従来までの 物̀質の

科学'としての物理学の対象は､｢吾人の認識する万象の中からあらゆる精神の

作用に関するものを取除き､またあらゆる生活現象を捨象し残るところの物｣

としての ｢物質界である｣Qそのおかげで､私たちは自己の存在を忘れて､外界

に存在する対象の分析-すなわち､対象 ｢内｣分析-および異なる対象の比較

-すなわち､対象 ｢間｣比較-を行い､いくつかの現象や関係性を統合し､自

然法則の発見に専念できたのである｡

しかし､こうした対象認識のあり方に飽きたらず､より高次の認識 ･統合過

程を経て､｢外なる対象｣の認識から ｢内なる認識｣の認識-と 認̀識対象の転

換'が起こり､いわゆる 認̀識の科学'が誕生したのである｡これが 認̀識の

系統発生'たる科学史における第一のパラダイム転換である｡ところが､この

認̀識の科学'は認識機構の進化というダイナミックな過程を忘れて､進化の
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結果として発生 ･分化してきた高次脳神経系に､多様な認識機構をすべて還元

して理解しようとする誤謬を冒してしまった｡ここに､心身二元論の起源があ

る｡そのため､こうした 認̀識の科学'からは､環境問題-の提言がなされて

こなかったのももっともなことである｡

環境認識は､高次脳神経系に限って行われるわけではない｡脳神経系および

身体系を含む､いわゆる生体系が､環境認識を可能にしてきたのである｡そし

て､この生体系の環境認識機構こそが､環境汚染の際に､いわゆる 環̀境病'

発症機構-と転化してしまうのである｡このように眺めるならば､｢生活現象｣

に密着した 環̀境の科学'という立場は､｢生活現象｣を捨象した伝統的な 物̀

質の科学'の立場と対極に位置づけられる｡その意味から､ 環̀境物理学'の誕

生は､科学史における第二のパラダイム転換といえようO

私が主張したいことは､電磁波に限らず､あらゆる環境因子が､複合的に私

たちの認識機構に影響を与えており､それゆえに自己認識の変容を認識できな

くなっているという事実である｡そうした事実は､一般の人々には非常に敏感

に 認̀識'されてきている｡ところが､従来までの物理学に捕らわれている専

門家には､なかなか 認̀識'されないようである｡そのような学問的弊害の中

で､2003年5月30日 (金)～31日 (土)に､京都大学基礎物理学研究所にお

いて､研究会 『電磁波と生体-の影響』を開催し､多くの成果をあげたことは

特筆すべきことである｡

さらに､2004年 1月22日 (木)～23日 (金)に行われた､京都大学基礎物

理学研究所第 129回研究部員会議で､次回の研究会 『電磁波と生体-の影響一

作用機序の解明に向けて-』(2004年 5月20日 (木)～21日 (金)に開催)

が､満場一致で10分足らずで審議採択されたことは､大きな前進ではないだろ

うか｡

私は､ 環̀境物理学'を従来までの伝統的な 物̀質の科学'の延長線上で捉え

るのではなく､主体である 自̀己'と対象である 非̀自己'の分離を高次レベ

ルでの統合を目指す､いわゆる 自̀己･非自己循環原理'(村瀬雅俊､2000)の

一貫として捉えたいと思う｡古来からの哲学者の思索に､ 環̀境物理学'はどこ

まで近づくことができるか､現代に生きる私たちの人智が今こそ問われている｡
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